
○地区を構成する町丁 ○位置図 ○防災関連施設

地区別防災カルテ様式１　防災データベース No. 58
広陵小学校区

【緑区】川尻、城山、谷ヶ原、中沢、
若葉台

市役所、まちづく
りセンター、出張
所等の主な公共施
設

県企業庁谷ケ原浄水場

警察署
消防署
消防団詰所 谷ケ原，若葉台，中沢，都畑
病院等

○地区自治会連合会名（自治会名）

○地区概況

主な災害時要援護
者施設

フルール・ガーデン相模原、合の家ケアステーション，サポート・ユー・２１介護支援セ
ンター

幼稚園、保育園 城山わかば幼稚園，城山西部保育園
城山(自治会法人城山,自治会法人谷ヶ原,自治会法人中沢,自治会法人若葉台)

学校、大学 広陵小学校，中沢中学校，県立城山高等学校

避難所
※洪水時避難所兼用

中沢中学校，広陵小学校

旧城山町の西部を占める地区である。
全体的に南側に傾斜しているが 南側に面する津久井湖沿いは平坦な台地である ここは主に農地で

洪水時避難所
広域避難場所 県立城山高等学校・中沢中学校

○地震被害予測結果

○建物数・人口

全体的に南側に傾斜しているが、南側に面する津久井湖沿いは平坦な台地である。ここは主に農地で
あるが、一部は宅地化が進んでいる。
地区の西部は山地で、住宅は少ない。
地区北部には、昭和50年代前半に造成された若葉台住宅がある。

広域避難場所 県立城山高等学校・中沢中学校
防災備蓄倉庫
※広域避難場所対応

広陵小学校，中沢中学校，中沢中学校

臨時ヘリポート

東部直下地震 西部直下地震 大正関東タイプ地震

建
物

区 分 被害量 比率 被害量 比率 被害量 比率
木造(昭和55年以前) 699 棟 建物全壊 71 棟 3.3 ％ 75 棟 3.5 ％ 0 棟 0.0 ％

木造(昭和56年以降) 1,109 棟 建物焼失 4 棟 0.2 ％ 1 棟 0.1 ％ 0 棟 0.0 ％

非木造(昭和55年以前) 102 棟 死 者 5 人 0.1 ％ 5 人 0.1 ％ 0 人 0.0 ％

非木造(昭和56年以降) 248 棟 閉 込 者 24 人 0.4 ％ 25 人 0.5 ％ 0 人 0.0 ％

合 計 2,158 棟 重 傷 者 6 人 0.1 ％ 6 人 0.1 ％ 0 人 0.0 ％

人

区 分 軽 傷 者 48 人 0.9 ％ 50 人 0.9 ％ 4 人 0.1 ％

0～4歳 164 人 避難所避難者(当日) 200 人 3.7 ％ 204 人 3.7 ％ 7 人 0.1 ％

歳
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○災害危険度評価 ○近年の主な災害履歴

○所見

水害

土砂災害

地震による地盤災害

地震による建物被害、火災

人
口

％ 70 人5～64歳 3,446 人 避難所避難者(１週間後) 480

合 計 5,464 人

488 人 8.9人 8.8 ％

危険度評価項目 →危険度が高い
平成16年10月 9日 土砂災害1箇所
平成20年 8月28日 床下浸水2戸

・地区内には2か所の避難所がある。
・若葉台団地は山沿いの複数の谷を埋めて造成されているため、大地震時には、よう壁の崩壊やブ
ロック塀の倒壊、また、不同沈下や水道管被害のおそれがある。道路に被害が及ぶと災害対策に影響
する可能性がある。
・富士山の大規模噴火時には2cm未満の降灰が予測されており、道路や鉄道の通行支障、停電などのお
それがある（風向きによってはより重大な被害のおそれもある）。

平成26年度作成
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